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特集  キャリアの多様化と大学教育
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ど
う
な
り
た
い
の
か
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
主
体
的
に
考
え
、
行
動
を
起
こ
す

こ
と
。
企
業
が
変
化
に
対
応
す
る
う
え

で
も
、
個
人
が
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
す
る

う
え
で
も
、
こ
の
考
え
方
は
重
要
に

な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
学
生
に

求
め
ら
れ
、
か
つ
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
構

築
の
た
め
に
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
何
か
。私
は
、「
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
」

と
「
自
律
的
学
習
者
」
の
養
成
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
【
図
表
３
】。

　
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
は
文
系
・

理
系
、
業
界
、
職
種
を
問
わ
ず
、
不
可

欠
に
な
り
ま
す
。そ
の
養
成
の
た
め
に
、

当
初
は
I
T
業
界
がU

dem
y

な
ど
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
活
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
や
ど
の
業
界
で
も
、
社
員
の

リ
ス
キ
ル
の
一
環
と
し
て
学
ば
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
に
文
系

学
生
の
採
用
が
多
い
商
社
で
も
、
今
は

ビ
ジ
ネ
ス
と
デ
ジ
タ
ル
、
両
方
に
精
通

し
た
人
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
数
理
・
A
I
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
力
を
入
れ
る
地

方
の
文
系
私
立
大
学
や
女
子
大
は
あ
ま

り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
大

学
と
の
教
育
の
差
別
化
を
図
る
う
え
で

も
、取
り
組
む
価
値
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
た
だ
し
実
社
会
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ

ル
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
「
使
っ
て
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
力
」こ
そ
が
重
要
で
す
。

滋
賀
大
学
や
武
蔵
野
大
学
の
よ
う
に
企

業
と
組
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
久
留
米
工

業
大
学
の
よ
う
に
地
元
企
業
と
連
携
し

て
地
域
課
題
解
決
を
探
っ
た
り
す
る
授

業
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　「
自
律
的
学
習
者
」
の
養
成
に
つ
い

て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
見
直
し
を
お

勧
め
し
ま
す
。
３
年
生
対
象
の
自
己
分

析
、
業
界
研
究
と
い
っ
た
フ
ァ
ー
ス
ト

キ
ャ
リ
ア
の
内
定
獲
得
に
向
け
た
短
期

的
な
就
活
支
援
で
は
な
く
、
卒
業
後
の

長
い
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
に
向
け
、
自
律

的
に
学
び
続
け
る
人
材
を
育
成
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」

へ
の
転
換
で
す
【
図
表
４
】。
１
年
次

の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
時
に
こ
そ
変
化

す
る
社
会
と
自
分
と
の
か
か
わ
り
方
を

実
感
す
る
経
験
や
、
問
題
発
見
・
課
題

設
定
・
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し

て
正
解
の
な
い
問
題
に
向
き
合
う
教
育

を
提
供
す
る
の
で
す
。
東
洋
大
学
で
行

わ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
オ
ナ
ー
ズ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
D
X
人
材
養
成
を
通

じ
て
自
律
的
学
習
者
を
育
て
る
こ
と
を

狙
っ
た
設
計
で
、
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
手
法
と
し
て
注
目
し
て
い
ま
す
。

変
化
の
時
代
に
向
け
自
律
的
に
学
び
続

け
る
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
に
大
学
教

育
を
ど
う
再
構
築
し
て
い
く
か
。
今
こ

そ
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
大
手
コ
ン
ビ
ニ
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
に
乗
り
出
し
て
デ
ジ
タ
ル
広
告
配

信
を
手
掛
け
る
会
社
を
設
立
し
た
り
、

農
機
メ
ー
カ
ー
が
事
業
領
域
を
食
料
・

水
・
環
境
分
野
に
拡
大
し
た
り
す
る
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
や
価
値
観

の
多
様
化
、コ
ロ
ナ
禍
な
ど
を
背
景
に
、

企
業
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
大
き
く
変

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
業
界
の
枠
を
超
え

た
事
業
進
出
が
当
た
り
前
に
な
っ
た

今
、そ
れ
を
抜
き
に
し
た
従
来
型
の「
業

界
研
究
」を
ベ
ー
ス
と
し
た
就
活
で
は
、

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
狭
め
て
し
ま
い
か

ね
な
い
で
し
ょ
う
。

　
経
営
戦
略
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
を
支

え
る
人
材
育
成
戦
略
も
変
わ
り
、
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
も
変
わ
り
ま
す
【
図
表

１
】。
折
し
も
2
0
2
1
年
度
に
は
多

く
の
企
業
で
2
0
3
0
年
に
向
け
た
中

期
計
画
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
そ
の
実
行
フ
ェ
ー
ズ

に
入
り
ま
す
。
大
学
が
企
業
の
動
向
を

把
握
す
る
際
は
、
新
卒
採
用
に
目
を
向

け
が
ち
で
す
が
、
企
業
の
中
・
長
期
計

画
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
人
材
開
発
部

門
の
動
き
に
も
注
目
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
事
実
、
全
国
の
採
用
・
人
事
担
当

者
に
聞
い
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
６
割
以

上
の
企
業
が
今
後
２
〜
３
年
の
人
材
育

成
の
方
針
を
変
え
て
い
く
必
要
を
感
じ

て
い
ま
す【
図
表
２
】。
具
体
的
に
は「
時

代
に
即
し
た
も
の
に
し
て
い
く
」「
D
X

対
応
」「
I
T
に
強
い
人
材
を
育
て
る
」

と
い
っ
た
点
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
る
社
会

や
産
業
の
変
化
は
こ
の
先
も
続
き
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
と
し

て
も
対
応
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
に

は
、「
常
に
学
び
続
け
る
」
と
い
う
姿

勢
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
今
、

企
業
の
人
材
開
発
部
門
で
は
「
キ
ャ
リ

ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
考
え
方

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

個
人
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
し
て
、
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企
業
の
経
営
戦
略
、

人
材
戦
略
は
変
革
期
へ

低
学
年
か
ら
始
め
た
い

キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育

取材・文／本間学

【図表1】企業の人材戦略の変化の例 【図表3】これから学生に求められる力

【図表2】今後2～3年の人材育成の方針（全体／企業規模別）
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やたけひでゆき●立命館大学大学院
社会学研究科修了。ベネッセコーポレー
ションにて高校向けの教育支援や大学
入試分析などに携わる。2016年より

（株）ベネッセi‐キャリアにて大学の国際
化や教育改革支援業務を経て、現在は
企業の人材開発支援を中心に活動。

□ DX変革によるデジタルスキル
□ 自律的学習習慣の定着
□ 自らキャリアを切り開く、
　 キャリアオーナーシップ

企業の人材育成の変化
基本的に一律の必修研修は廃止／
自律的な学び・成長の基礎となるキャリアオーナーシッププログラム導入

転勤・単身赴任を廃止へ／コロナ禍が落ち着いた後もテレワークの継続／
ジョブ型人事制度の導入／自律型キャリア形成の推進

社員の成長とキャリア実現を支援／社員一人ひとりのスキル・能力・経験等を可視化

工場従業員を含む1500人にクラウドや人工知能（AI）の研修を実施／
幅広い人材の職種転換を後押し

■これまでと
方針を変えず、
内容をより
強化する必要を
感じている

（％）

今後2～3年の人材育成方針で「何を変える必要があるか」に
ついてのフリーコメント例（複数回答があったものを中心に抜粋）

「世界トップクラスのグローバル流通グループ」を掲げ、システム開発の内製化に注力／
IT・DX人材を大量採用

今後2～3年の人材育成方針で「変えていく」点

共通

超大手
企業

大手・中堅
企業

中小
企業

・テレワーク含め、オンラインでの仕事の進め方
・危機に対応できる能力の育成が必要だと感じる
・プロフェッショナルな人材を育成。スキルの社内育成
・効率的なスキルアップ

・一律的な教育プログラムでなく、
 もう少し多様な育成法を導入したい
・研修や学習の機会を増やす
・個人に合った育成
・各自がキャリア形成をする。会社は支援する

・時代の変化の先の対応が必要である
・集合研修の見直し
・自ら考えて実行する人に育てる
・マネジメント職のスキルアップ
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方針を変えていく必要を感じている 計 63.9
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これからの学生に必要な視点
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の慣れ
DX推進
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学習者
養成

キャリア
オーナー
シップ

eラーニングで
デジタル教育

コロナ禍で
強制的 リスキル

企
業
の
変
化
を
ふ
ま
え

〜S
ociety5.0

時
代
に
学
生
に
求
め
ら
れ
る
力
と
は
？

■これまでとは
方針を大きく
変えていく
必要を
感じている

■これまでとは
方針をある程度
変えていく
必要を
感じている

■これまでと
方針を
変える必要は
特に感じて
いない

■わからない
・知らない

■これまでと
方針を変えず、
内容をより
減らす必要を
感じている ・時代に即したものにしていく必要性を感じる

・コロナの事があって方針を変える必要性がある
・DX対応
・ITに強い人材を育てる必要性を感じている
・オンラインの活用
・オンラインが増える中でのコミュニケーション力
・コミュニケーション能力の開発

【図表4】キャリア教育からキャリアオーナーシップ教育への転換
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